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第 1 章 研究の背景 

アイデンティティは，青年期以降もさまざまな心理・社会的変化を契機に問い直さ

れ，再吟味されて，さらに成熟していくものである(兼田ら,2007)。多くの成人男性は職

業人としてのアイデンティティを幹としたライフコースとして歩むのに対して，女性は職

業，家庭，個人というさまざまなアイデンティティを自己の内部で統合しつつ，成人期を

生きることが求められる。子育て期の女性は自分のアイデンティティの中に母親役割を統

合し，アイデンティティを再構成するという心理的課題を持っており，それまでに形成し

てきた個としてのアイデンティティと，新たに母親となることによって獲得されるべき母

親アイデンティティが，しばしば葛藤を引き起こす時期である(岡本,1996b)。 

 百瀬ら(2010)によると，専業主婦として育児に専念している多くの母親は，子どもを自

分で育てたい，毎日の成長を見たいと願う気持ちを抱いており，母親としての自分の存在

意義に自信をもっている一方で，子どもの価値が他のものと同一でないからこそ，自分で

育てたいという思いと再就労を模索する葛藤や，育児をするだけの自分でいいのかという

不安を感じている。葛藤の有無には自分で育てることの意義への強い思いが大きく影響す

る要因となっているが，葛藤の有無に関わらず，母親たちは子ども最優先の思いを強く持っ

ている。 

母親の就業状況については，育児に専念している女性の約 6 割が就業を希望しており(厚

生労働省,2015)，実際に児童のいる世帯における母の有職率は 7 割を超え，うち半数以上

は非正規雇用で働いている(厚生労働省,2019a)。再就職の際には，多くの女性が，子ども

のための時間が損なわれないことへの強い願望により，意思決定の基本要因として職場へ

の拘束性の低さ等を譲れない条件にしている (奥津,2009)。 

以上のことから，多くの母親たちが育児に専念する生活を送った後に子育てを優先して

非正規雇用として再就労をしているが，この時期はアイデンティティの再構成を伴うため

に葛藤や不安を抱えやすい。この時期に自己のアイデンティティがどのように変化してい

くのかを解明することが，子育てを経験する多くの女性のライフコースを考える際に役立

つと考えられる。 

 

第 2 章 目的と研究意義 

本研究では，自分で子どもを育てることを自らの意思で選択して退職した女性が，子

育てを優先するために非正規雇用で再就労した際にアイデンティティを再構成するブロセ

スを検討することを目的とする。 

 

第 3 章 方法 

 機縁法により抽出した，育児を契機に退職し，再就労して非正規雇用で 1 年以上働いて

おり，夫がいる女性 10 名の調査協力者を対象に 1 時間半程度の半構造化面接を実施した。 

分析には，木下(2007)による修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ(M-GTA)を

用いた。分析テーマは「育児に専念していた女性が子ども優先を維持しながら非正規雇用

で働くプロセス」，分析焦点者は「育児に契機に退職し，再就労して非正規雇用で働く，夫

がいる女性」とした。 
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第４章 結果 

 M-GTA による分析の結果，2 個の大カテゴリー，11 個のカテゴリー，31 個の概念が

生成された。ストーリーラインは以下の通りである。なお，大カテゴリーは［ ］，カテ

ゴリーは【 】，概念は〈 〉で示す。 

 育児を契機に〈退職の決断〉した女性は，子どもが幼いうちは〈仕事より育児を優先〉

することを自らの意思で選び，〈育児に必死な毎日〉のなか〈子どもに合わせた生活〉を送

り〈母親としての生活に向き合う〉ことで【母親としての生活の受容】をしていく。〈育児

の困難感〉や〈子どもがいることで感じられるしあわせ〉を感じながら，〈夫の協力〉や〈親

のサポート〉などに支えられている。 

子育てが落ち着いたら再び働こうという〈再就労の思い〉は持っており，子どもが成長

して〈自分の時間があることに気付く〉ことや〈就労のきっかけ〉によって【就労を検討】

するようになり，〈柔軟に対応してくれる職場〉などの【子どもを優先する働き方】が叶う

〈非正規雇用で働く〉ことを選択する。就労による〈子どもへの影響を最低限にする工夫〉

をしており，〈両立による満足感〉，〈家以外の居場所〉などを【就労によって獲得】したと

感じている。 

 〈働く楽しさ〉を感じながらも，今の〈自分の中心は母親である〉ということを再認識

し，〈将来の子どもへの思い〉を抱いている。子どもの成長にしたがって母親としての子ど

もとの関わり方は変化していくが，子どもへの思いは変わることがなく，［子どもも仕事も

大切にする生活］を守っていきたいと考えている。 

 

第５章 考察 

 本研究では，育児に専念していた女性が子ども優先を維持しながら非正規雇用で働くと

きに，母親としてのアイデンティティが個人としてのアイデンティティとが葛藤，対立す

るのではなく，融合されて新たなアイデンティティとして形成していこうとするプロセス

が描き出された。 

自ら選んだ育児に専念する生活のなかで試行錯誤しながら子どもを育てる経験を重ね

ることで徐々に育児への自信を獲得し，母親としての存在意義を感じるようになっていく

ことによって安定した母親アイデンティティが形成され，子どもの今しかない時期に積極

的に関わり，子育てがひと段落したタイミングで再就労というライフプランを持ち続けて

いたことによって，アイデンティティの危機を経験することなく生活できていたと考えら

れる。母親として子どもの成長に寄り添い続けられる自分でいたいと思うからこそ，母親

としての自分も大切にしながら，個人としての自分としても成長することによって，ひと

りの人間として発達し続けるための選択のひとつとしての再就労であり，子ども優先を維

持するための非正規雇用での就労であると考えられる。子どもを優先しながら，再就労し，

将来の子どもについても自分のキャリアについても考え，子どもも仕事も大切している自

分に肯定感を感じながら生きていきたいという思いがあると捉えられた。そこには，母親

アイデンティティを喪失することなく個のアイデンティティを取り込み，新たなアイデン

ティティとして形成していこうとする様子を見ることができた。 
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本研究の結果が，育児と就労を両立する女性の生き方の一つのモデルとして提示さ

れ，育児をするだけでの自分でいいのかという不安，母親である以外のライフプランが描

けない不安，自分で子どもを育てたいという思いと再就労を模索する葛藤や育児と就労を

両立させる上で苦悩を抱えている女性への心理的援助の一助になることを期待する。 

最後に，本研究の限界として対象者に個としてのアイデンティティと母親としてのア

イデンティティに葛藤を経験した人がいなかった，対象者の約半数が研究担当者と同じ趣

味のサークルに属していることで健康度が標準より高い女性であった可能性があることな

どが挙げられ，今後は事前調査を行った上で多様な対象者を選定することでプロセスのさ

らなる検討が可能となると考える。 
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